
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３・４・５年度 新座市教育委員会委嘱 

研究紀要 

よく考え 深く学ぶ のびっ子の育成 
～伝え合い、考えを深める授業を通して～ 

新座市立野火止小学校 

令和５年１１月６日 
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新座市教育委員会教育長 金子 廣志 

 
本日ここに、令和３・４・５年度新座市教育委員会委嘱による新座市立野  

火止小学校の研究発表会が開催されますことを心よりお慶び申し上げます。 
現行の学習指導要領では、単に知識を記憶するだけでなく、それを活用し 

て考える力や判断力、問題解決能力を身に付けさせることを重視しています。
その中でも、相手の立場を理解する視点の獲得や、他者の考えに共感し、建設的な意見を交わ
す「対話力」を育てることに重きを置いています。これは、多様な価値観や文化的背景を持つ
人々と協働し、共に生きていくために必要な能力です。また、指導要領ではＩＣＴの活用を促
進させ、情報を適切に扱う能力やメディアリテラシーを身に付けることも強調しています。本
市におきましても、これまでの実践とＩＣＴをベストミックスさせた授業改善により、「令和の
日本型学校教育」に示されております、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な実現
を目指しているところです。 
このような中、野火止小学校におかれましては、「よく考え 深く学ぶ のびっ子の育成」を

研究主題とし、伝え合う力の育成を目指し研究に取り組んでこられました。特に、｢児童の疑問
から課題をつくり、課題と正対したまとめを児童が自分の言葉で書くように指導すること」に
ついては、研究の重点として位置づけ、組織的な授業実践や管理職による教室訪問で検証し、
「全ての児童が確実に伸びる学校」を目指してこられました。本研究は、児童が主体的・対話的
に学び、社会の形成者として生きていく力を育成することにつながると確信しています。 

  最後になりますが、本校の研究のために熱心に御指導いただきました、十文字学園女子大学 
学修支援センター 特別招聘講師 児玉 裕子 様をはじめとする諸先生方に心より感謝申し
上げるとともに、野火止小学校 丹代 円 校長を中心に御努力いただいた教職員、並びに研
究推進に御尽力賜りました皆様に感謝申し上げ、あいさつといたします。 

 
新座市立野火止小学校長 丹代 円 

 
次期教育振興基本計画における方向性として、ウェルビーイングの向上が 

挙げられております。また、日本の社会・文化的背景を踏まえ、我が国におい 
ては自己肯定感や自己実現などの獲得的な要素と、人とのつながりや利他性、 
社会貢献意識などの協調的な要素を調和的・一体的に育み、日本社会に根差

した「調和と協調」に基づくウェルビーイングを、教育を通じて向上させていくことが求めら
れています。これまで低いと言われていた人生の満足度尺度においても、「自分だけでなく、身
近な周りの人も楽しい気持ちでいると思う」などの協調的幸福感尺度においては概ね他国とは
変わらないという結果となっています。 

  このような流れの中で教育活動全体を通じたウェルビーイングの向上を考えたとき、子供た
ちの多様な状況に応じた学習者主体の学びや多様な他者と協働した学びなど、様々な教育活動
の中で児童が感じる主観的指標として考えられるのは、「授業の内容がよくわかる」「自分と違
う意見について考えるのは楽しい」などのことであり、これまで本校が新座市教育委員会の委
嘱を受けて取り組んできた「よく考え 深く学ぶ のびっ子の育成」～伝え合い、考えを深め
る授業を通して～の研究と重なるところが多くあります。 

  研究はまだ道半ばであり、教職員の指導力向上についてはまだまだ課題も多くあります。ご
参会の皆様には、忌憚のないご意見・ご指導をいただき、さらに研究を深めてまいりたいと存
じます。 

  最後になりましたが、これまで懇切丁寧にご指導いただきました、十文字学園女子大学学修
支援センター 特別招聘講師 児玉 裕子 様、新座市教育委員会学校教育部教育支援課副課
長 石井 弥和子 様、同じく教育支援係長 吉田 泰生 様、新座市教育委員会学校教育部
教育相談センター指導主事 坂根 英子 様に厚く御礼申し上げます。そして、様々な御指導・
御支援をいただきました新座市教育委員会教育長 金子 廣志 様をはじめとする新座市教育
委員会の皆様に心から感謝申し上げ、あいさつといたします。 
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【 成 果 】 
〇各教科等の特質に応じて手立てを工夫しながら授業の展開を考えることで、目指す児童像に近づくことがで
きた。 

〇ICTを活用することで意欲的に学習に取り組んだり、話合い活動が充実したりし、主体的・対話的に学ぼうと
する児童が増えた。 

〇継続的な言語活動の取組により対話的な学びが充実し、児童の考えに深まりが見られるようになってきた。 
【 課 題 】 
〇児童が身に付けた力を他の学習や生活の中で生かしていけるように、その機会を設定していく必要がある。 
〇全教職員が ICTを効果的に活用していけるよう、更に研修を重ねていく必要がある。 

校長 丹代 円  教頭 布施喜美恵  教務主任 ◎廣田 康秀 
 

第 １ 学 年  酒見 則子   藤澤 まゆ  ☆木村 教子   副担任  小菅 和美 
第 ２ 学 年  枝村 賴子  ★村山由希子   櫻井 宇宙      
第 ３ 学 年  真野 竜輔   沼澤千恵子  ☆櫻田  舞      
第 ４ 学 年  昆野 克則  ☆野口  栞   今村 晃子      
第 ５ 学 年 ☆中里 萌里   中山広太郎   田口 由紀      
第 ６ 学 年 ☆原  彩花   大桒 菜々   加藤 大輝      
特別支援学級 ☆内田くるみ   根岸 雅代   土方 友望      
音 楽 専 科  小川 亜季   図 工 専 科   大﨑寿美子 
算数・書写  八田 尚子   養 護 教 諭  向井 里奈   栄 養 職 員  西川 聡子 
県費事務員  寺薗扶美子   市費事務員  後藤 通子   初任者後補充  松田 寛悦 

   英会話講師  佐藤 利恵     齋藤 久代   図書整理員  櫻谷香代子 
   齋藤賀代子    富田 淳    PC業務補助員  藤野 啓子 

介 助 員   大竹久美子    永石 方子   小濱さやか     小池 高美 
 

【令和３・４年度】 
   校 長 近藤 章宏   片桐 雅人   須藤 琴美   坂田 惠樹      梅村麻未子 

興津 直弥      小林 良太      根本 知未      冨田 由貴      井口 ら奈 
池田 英晃   松﨑柚寿香      小泉 和輝      森下 友哉   船津 藍子 
岸尾 順子    藤枝 美波    清水 一洋      小河 理恵      宮井 明子 
鴇澤 恵    増間 徹        古谷 彩美      大塚真由利       

 本校では、令和３・４・５年度の３年間、新座市教育委員会の委嘱を受け、「よく考え 深く学ぶ のびっ子
の育成」～伝え合い、考えを深める授業を通して～ を研究主題として、目指す児童像「主体的・対話的に学
び、考えを伝え合うことができる児童」に迫るため校内研修を進めて参りました。 
１年目は副題を ～伝える力を育む国語科授業を通して～ として、指導者を招聘して全学年で国語科の授

業研究に取り組みました。２年目は教科の幅を広げ、副題を ～伝え合い、考えを深める授業を通して～ と
改め、算数科・社会科にも１年目の研究結果を生かして取り組みました。 
本日は、国語・社会・算数の授業で、児童が主体的・対話的に学ぶ姿、考えを伝え合う姿をご覧になっていた

だけたら幸いです。 
最後に、これまで本校の研究に対し、懇切丁寧にご指導いただきました十文字学園女子大学 学習支援セン

ター 特別招聘講師 児玉 裕子 様をはじめ、新座市教育委員会の皆様に心より感謝を申し上げます。 
 

教頭 布施 喜美恵 

研究の成果と課題 

 

御指導いただいた先生方（令和３・４・５年度） 

 

研究に携わった教職員   ◎研究推進委員長  ★研究主任  ☆研究推進委員 

おわりに 

十文字学園女子大学学修支援センター特別招聘講師    児玉 裕子   先生 

新座市教育委員会学校教育部教育支援課副課長      石井 弥和子 先生 

新座市教育委員会学校教育部教育支援課教育支援係長   吉田 泰生   先生 

新座市教育委員会学校教育部教育相談センター指導主事  坂根 英子  先生 



◎目指す児童像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学校地域教育目標〉 
○考え学ぶ子     ○仲よくする子  
○たくましい子   ○地域を愛する子 

主体的・

対話的で

深い学び 

研究主題  よく考え 深く学ぶ のびっ子の育成 

～伝え合い、考えを深める授業を通して～ 

学校経営方針 
『全ての児童が確実に伸びる学校』 
～のびゆくのびっこプロジェクト～ 

 

 

【高学年】 

効果的に伝え合う児童 

【低学年】 

順序よく伝え合う児童 

【中学年】 

根拠を明確にして伝え合う児童 

 

視点１ 
【主体的・対話的で深い学びの
実現を目指した授業改善】 
◎のびっこがのびる授業づくり１０ 

 ◎主体的な学びのための手立て 
 ◎対話的な学びのための手立て 
 ◎深い学びのための手立て 
視点２ 
【児童の言語感覚を育成する取
組の工夫】 

 ◎環境の整備 
 ◎年間を通した言語活動 

【研究構想図】 

  

 

専門部の取組 

 

主体的・対話的に学び、考えを伝え合うことができる児童 

【研究の仮説】 

〇「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業改善を行えば、その目指すところを実現させることができ
るであろう。 

〇児童の言語感覚を育成する取組の工夫を行えば、その目指すところを実現させることができるであろう。 

 

 

 
 

 
 

【授業研究部】 

・指導計画の工夫・改善 

・授業作りのアイデアの発信 

【環境整備部】 

・校内掲示の検討、充実 

・チャレンジタイム問題の整備 

【調査部】 

・アンケート調査の作成・実施 

・児童の実態把握、実態分析 

【令和３年度】 

「話す・聞くチーム」

と「書くチーム」に分

かれて国語科の研究 

【令和４年度】 

国語科で身に付けた力を

他教科等で活用させる授

業研究（各学年） 

〈児童の実態〉 
自分の思いや考えを伝えることができる児童が多い。 

 自分の考えを話すことは好きであるが、書いて表現することが苦手な児童が多い。 
決められたことは行えるが、自分で考えて活動することが苦手である。 

【令和５年度】 

「国語科チーム（１、２年）」、 

「社会科チーム（４、５年）」、 

「算数科チーム（３、６年）」に分かれて、

各教科の特質に応じた主体的・対話的で深

い学びの実現を目指した授業研究 



 

 

 

『のびっ子がのびる授業づくり１０（Ｒ５年度版）』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りの蓄積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視点１】主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業改善 

  

めざす児童像に向けた授業づくりで意識したい１０項目。 

Ａ６サイズにラミネートし、週案簿や教科書等に挟んで活用。  

主体的な学びのための手立ての例 

対話的な学びのための手立ての例 

深い学びのための手立ての例 

①必要感を持たせ
る導入の工夫 

②実体験と結びつく
課題設定 

③実態調査に基づ
く、課題の明確化 

①個人で考える 
十分な時間の確保 

②ペアやグループ
での伝え合い 

③他者からのリアクション 

④思考ツールの活用 

①自己評価と 
他者評価 

②振り返りの蓄積 

③他単元や他教科等での活用 

国語で身に着けた力を使って、

社会科で討論会。自他の考えを

比べ、考えを深める。 

は
い
。
し
っ
か
り
で
き

て
い
た
よ
。 

使ってみたい表現の例 シールで良さを認め合う 

友
達
の
振
り
返
り
を

見
比
べ
る
。 

個人での蓄積 

〇
〇
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
な
。 

〇〇について考えていくんだな。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視点２】児童の言語感覚を育成するための取組 

   環境の整備 各学級の教室内 

考えのまとめ方や
振り返り等を児童
同士が互いに見ら
れる掲示 

児童の手が自然と
伸びるような操作
性のある掲示 

階段踊り場の掲示物 

場に応じた声量
で、聞き手に伝
わる話し方を意
識させる 

 年間を通した言語活動の例 

スピーチ 
ペアやグループでの 
スモールトーク 朝のチャレンジタイム 

辞書引き 

作文ノート ディスカッション タイピング練習 

これまでに学習
してきた、伝え
合うための技を
意識させる 

人前で話す経験、
メモをとる練習 

伝え方を考えな
がら 

様々な言葉に出
会う 

行事の後や
週末に 
初め・中・終
わりの構成で 

理由を明確にして、
考えを伝え合い、 
深めていく 

５分間の積み重ねで
語彙を増やす 

速く正確な入力
を目標に 

児童の意識調査結果 （令和４年度実施） 研究の視点１、２に

沿って手立てを工夫

し、実践していくこ

とで、対話的に学び

を深めていこうとす

る児童が増加した。

令和５年度７月の調

査においても、同様

に上向きの傾向が見

られた。 


